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近
世
「
公
儀
」
は
、
寛
永
十
一
一
年
（
一
六
三
五
）
に
発
布
さ
れ
た
（１）
武
家
諸
法
度
に
よ
っ
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
確
立
の
一
つ
の
要
件
と
し
て
は
、
寛
永
武
家
諸
法
度
第
二
条
に
規
定
さ
れ
た
「
大
名
小
名
在
江
戸
交
代
」
す
な
わ
ち
参
勤
交
代
が
、
戦
国
大
名
が
軍
事
力
の
優
越
を
挺
子
と
し
た
起
請
的
形
式
に
よ
る
法
度
の
制
定
に
よ
っ
て
擬
制
的
な
家
結
合
を
実
現
し
て
い
た
段
階
か
ら
、
法
度
や
起
請
を
不
要
と
す
る
参
勤
奉
仕
に
よ
っ
て
外
様
大
名
を
編
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
諸
人
名
は
、
江
戸
城
中
に
お
け
る
年
中
行
事
や
月
次
行
事
で
の
拝
謁
行
為
の
中
に
徳
川
将
軍
へ
の
服
属
を
表
明
し
、
諸
大
名
間
の
序
列
編
成
を
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
は
じ
め
に
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
ｌ
加
賀
藩
十
二
代
藩
主
前
田
斉
広
の
参
勤
交
代
を
中
心
に
Ｉ
さ
て
、
武
家
諸
法
度
が
個
別
大
名
に
よ
る
領
同
支
配
制
度
を
前
提
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
個
別
大
名
に
も
同
様
に
拝
謁
儀
礼
に
よ
る
家
中
の
序
列
編
成
を
迫
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
近
世
「
公
儀
」
が
農
民
に
対
す
る
武
家
領
主
の
身
分
的
階
級
的
共
同
利
害
達
成
の
た
め
の
機
構
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
儀
礼
へ
の
非
武
士
身
分
の
関
わ
り
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
右
の
こ
と
は
、
村
社
会
が
関
わ
っ
た
将
軍
へ
の
産
物
献
上
儀
礼
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
幕
府
と
藩
、
そ
し
て
民
衆
と
の
関
係
に
お
け
る
統
合
と
序
列
化
の
論
瑚
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ｎ
で
（２）
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
民
衆
の
儀
礼
行
為
が
領
主
権
力
を
机
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
民
衆
の
儀
礼
行
為
が
領
主
の
正
当
性
を担保する作用に注目する。一一一一口い換えるならば、領主は儀
川
上
真
理
一
一
五
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１
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
の
概
要
初
め
に
、
忠
田
敏
男
氏
の
成
果
に
よ
り
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
を
慨
（３）
観しておく。
参
勤
交
代
の
制
度
化
以
後
、
加
賀
藩
に
お
い
て
対
象
と
な
る
の
は
一一一代藩主利常から十一二代藩主斉泰までである。その間、江
戸への着駕は全九一一一回のうち、四月が一一六例、七月が一一二
例
、
三
月
が
一
九
例
、
江
戸
か
ら
の
発
駕
は
全
九
七
Ｍ
の
う
ち
、
四
月が二四例、一一一月が一一一例、八月が一八例であった。
参
勤
の
準
備
は
、
前
年
十
一
月
に
伺
い
、
許
可
を
得
て
か
ら
四
、
五
○
日
間
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
間
に
供
家
老
の
選
任
、
供
人
の
決
定
と
通
知
、
宿
割
り
、
旅
費
・
日
当
・
駄
賃
の
支
払
計
算
と
そ
の
支
給
、
宿
割
札
の
書
き
上
げ
と
宿
場
と
の
交
渉
、
行
列
の
編
成
付
け
と
各
人
の
役
割
分
担
そ
し
て
各
人
へ
の
通
知
、
宿
々
問
屋
へ
の
宿
継
人
馬
の
依
頼
が
行
わ
れ
る
。
礼
行
為
を
介
さ
ず
し
て
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
加
賀
藩
十
二
代
藩
主
前
田
斉
広
の
家
督
相
続
・
就
封
の
儀
礼
を
検
討
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
の
加
賀
藩
主
の
支
配
を
下
支
え
し
た
心
性
を
提
示
し
、
そ
こ
に
近
世
後
期
に
お
け
る
大
名
の
存
立
要
因
を
展
望
す
る
。
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入
国
儀
礼
の
構
造
ル
ー
ト
は
北
国
下
街
道
（
二
九
里
余
）
、
中
山
道
を
経
由
す
る
北
国
上
街
道
（
一
六
四
里
）
、
東
海
道
経
由
（
一
五
一
里
余
）
の
三
つであった。
藩
主
は
馬
上
で
金
沢
城
を
出
立
し
、
金
沢
の
町
端
の
城
の
総
門
「
松
門
」
ま
で
行
列
を
た
て
る
。
こ
こ
ま
で
の
一
里
二
六
町
を
騎
馬
、
後
は
駕
篭
に
替
え
る
。
板
橋
宿
の
下
屋
敷
で
旅
装
束
を
改
め
、
本
郷
の
上
屋
敷
へ
入
り
、
そ
の
ｕ
の
う
ち
に
老
中
他
関
係
各
所
へ
着
府
の
挨
拶
を
す
る
。
一
一
、
三
日
以
内
に
登
城
し
御
礼
を
述
べ
る
。
賜
暇
は
上
使
（
老
中
）
を
迎
え
て
受
け
る
。
こ
の
と
き
に
将
軍
か
ら
の
下
賜
品
を
頂
戴
す
る
。
下
賜
品
は
享
保
改
革
以
前
は
銀
一
○
○
○
枚
・
時
服
一
○
○
着
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
銀
一
○
○
枚
・
縮
緬
三
○
巻
と
な
り
、
幕
末
は
銀
一
一
○
枚
・
巻
物
一
○
巻
と
更
に
減
少
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
後
、
一
週
間
以
内
に
登
城
し
辞
見
の
挨
拶
を
す
る
。
こ
の
と
き
の
引
き
出
物
に
は
鷹
二
裾
と
馬
二
疋
を
頂
戴
す
る。初
め
て
の
帰
国
に
は
、
八
家
の
う
ち
の
一
人
が
加
賀
藩
領
の
越
中
（４）
と
越
後
の
国
境
に
な
る
境
宿
ま
で
一
二
○
里
を
迎
え
に
出
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
城
下
か
ら
一
里
半
離
れ
た
森
下
か
ら
行
列
を
建
て
、
津
幡
宿
か
ら
家
臣
が
出
迎
え
る
。
寺
社
方
・
出
家
方
・
神
主
も
御
目
見
に
出
る
。
着
城
後
、
帰
国
御
礼
の
使
者
を
江
戸
へ
派
遣
す
る
。
そ
の
使
者
は
初
入
国
に
は
八
家
か
ら
、
二
度
目
か
ら
は
人
持
が
勤
め
る
。
初
一一一ハ
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２
十
二
代
藩
主
斉
広
の
初
入
国
こ
こ
で
は
、
十
二
代
藩
主
斉
広
の
家
督
相
続
と
初
入
国
の
様
子
を
（５）
時
系
列
に
み
て
い
く
。
（６）
まず家督相続の手続きである。享和二年（一八○二）一一一
月
二
日
、
十
一
代
藩
主
治
脩
が
病
気
の
た
め
隠
居
し
斉
広
に
家
督
相
続
す
る
願
書
が
、
幕
府
先
手
武
藤
圧
兵
衛
か
ら
御
用
番
老
中
戸
田
采
女
正
へ
提
出
さ
れ
る
。
同
九
日
に
許
さ
れ
、
同
十
八
日
・
二
十
二
日
に
国
許
で
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
十
一
Ｈ
に
は
治
脩
の
肥
前
守
、
斉
広
の
筑
前
守
か
ら
加
賀
守
へ
の
改
名
が
な
さ
れ
、
同
二
十
七
日
に
国
許
で披露された。
斉
広
は
同
年
四
月
十
五
日
に
家
督
御
礼
の
た
め
に
江
戸
城
へ
登
城
し
、
黒
書
院
で
熨
斗
鉋
を
頂
戴
す
る
。
こ
の
と
き
、
家
臣
も
御
目
見
を
許
さ
れ
、
将
軍
へ
は
長
甲
斐
守
・
前
田
内
匠
助
、
世
子
へ
は
右
二
者
に
加
え
今
村
内
記
・
津
田
玄
蕃
・
前
田
織
江
・
不
破
彦
三
・
織
田
主
税
ら
が
謁
す
る
。
ま
た
、
同
十
七
日
に
は
紅
葉
山
を
参
詣
し
、
六
月
二
十
六
日
に
は
日
光
へ
御
礼
の
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。
次
ぎ
に
帰
国
の
手
続
き
で
あ
る
。
同
年
五
月
二
十
五
日
に
帰
国
御
入
国
に
は
供
の
足
軽
・
小
者
に
ま
で
赤
飯
と
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
町
で
は
盆
正
月
が
行
わ
れ
る
。
帰
国
の
祝
賀
会
と
し
て
能
興
行
が
行
わ
れる。近世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
暇
の
内
命
を
受
け
、
国
許
へ
は
六
月
六
Ｈ
に
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
正
式
の
使
者
は
七
月
二
十
五
日
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
上
使
老
中
安
藤
対
馬
守
よ
り
白
銀
一
○
○
枚
・
巻
物
三
○
、
西
丸
側
用
人
水
野
出
羽
守
よ
り
巻
物
二
○
を
そ
れ
ぞ
れ
拝
領
す
る
。
ま
た
広
敷
用
人
小
笠
原
大
隅
守
よ
り
巻
物
を
拝
受
す
る
。
御
礼
と
し
て
対
馬
守
・
出
羽
守
へ
御
刀
を
進
呈
し
た
。
暇
御
礼
の
た
め
何
二
十
八
Ｈ
に
登
城
し
、
黒
書
院
に
て
御
目
見
、
熨
斗
鞄
を
頂
戴
し
、
腰
物
・
鷹
・
馬
を
拝
領
し
た
。
こ
の
と
き
長
甲
斐
守
・
前
田
織
江
も
巻
物
を
頂
戴
し
て
い
る
。
国
許
へ
は
八
月
七
日
に
披
露
さ
れ
た
。
いよいよ帰国でｈ肌・八月十三Ｈに江戸を発駕する。道
中
の
行
列
に
は
御
先
一
一
一
口
叩
を
当
番
・
非
番
と
も
に
建
て
ら
れ
る
。
そ
の
様
子
は
、
当
番
が
鉄
炮
二
十
五
挺
・
弓
二
十
張
・
長
柄
二
十
筋
、
非
番
が
鉄
炮
二
十
五
挺
・
弓
二
十
張
・
長
柄
十
本
で
あ
っ
た
。
供
そ
し
て
年
寄
衆
長
甲
斐
守
・
家
老
前
田
織
江
・
人
持
組
横
浜
善
左
衛
門
・
同
成
瀬
監
物
が
同
行
し
た
。
遂に八月二十五日に着城となる。御通筋へはその場所の
奉
行
人
等
や
町
方
・
村
方
役
人
、
支
配
境
へ
は
そ
の
場
所
の
郡
奉
行
、
町
端
に
は
町
奉
行
両
人
・
町
同
心
が
鵬
迎
え
る
。
人
持
・
頭
分
は
着
城
後
に
二
丸
で
、
「
御
着
城
之
御
様
子
奉
承
知
為
恐
悦
登
城
」
・
「
御
帰
城
之
上
恐
悦
御
奏
者
番
⑧
謁
」
と
祝
詞
を
記
帳
し
退
去
す
る。
二
一七
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こ
の
日
、
留
守
居
の
表
小
将
や
若
年
寄
ほ
か
と
対
面
し
祝
詞
を
受
け
る
。
前
藩
主
治
脩
へ
の
使
者
人
持
大
村
武
次
郎
、
将
軍
へ
の
帰
国
御
礼
の
使
者
人
持
横
山
大
作
に
対
面
し
命
を
伝
え
る
。
同
日
は
道
中
供
の
諸
士
へ
振
る
舞
い
が
あ
る
。
年
寄
は
檜
垣
之
間
で
二
汁
五
菜
、
人
持
・
頭
分
は
柳
之
間
で
一
汁
五
菜
、
平
士
と
御
歩
小
頭
等
は
新
廊
下
で
料
理
、
与
力
・
御
歩
横
凹
・
御
歩
・
御
算
用
者
・
御
料
理
人
・
御
細
工
者
は
御
台
所
御
賄
所
で
料
理
、
足
軽
・
小
者
は
御
算
用
場
と
御
作
事
所
で
赤
飯
・
酒
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
頂
戴
す
る
。
翌
二
十
六
日
五
半
時
に
歴
代
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
宝
圓
寺
・
天
徳
院
へ
参
詣
す
る
。
八
月
二
十
八
日
に
は
、
左
の
通
り
に
能
州
四
郡
十
村
・
山
廻
・
新
田裁許・無役御扶持人などの郡力役人へ申渡があ久旭・
今般御入国為御恐悦、来十日・十一日・十一一百・四・
五
日
之
内
一
日
休
日
之
儀
一
統
可
申
渡
候
、
且
又
右
に
付
於
金
沢
町
、
作
物
等
格
別
之
沙
汰
無
之
様
申
渡
候
間
、
其
心
得
可
有
之
旨
申
来
候
條
、
可
有
其
心
得
候
、
以
上
、
八
月
廿
八
日
高
田
弥
左
衛
門
神
保
縫
殿
右
衛
門
能
州
四
郡
十
村
山
廻
新
田
裁
許
法
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無
役
御
扶
持
人
中
こ
れ
は
九
月
十
日
か
ら
十
五
日
の
う
ち
一
日
を
休
日
と
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
金
沢
町
に
は
作
り
物
な
ど
を
出
す
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
九
月
十
五
日
か
ら
十
月
十
二
日
ま
で
の
九
日
間
に
順
次
、
家
中
・
寺
社
・
町
人
の
御
礼
が
行
わ
れ
る
。
初
日
は
九
時
前
に
諸
大
夫
の
年
寄
・
そ
れ
以
外
の
年
寄
・
家
老
・
若
年
寄
お
よ
び
小
松
城
代
な
ど
の
人
持
、
八
時
過
に
小
将
横
目
・
小
将
な
ど
の
平
士
、
儒
者
・
医
者
・
坊
主
と
い
っ
た
平
士
並
、
七
半
時
前
に
射
手
・
異
風
・
新
番
頭
な
ど
の
平
士
が
独
礼
、
二
日
目
は
五
半
時
前
に
前
日
当
番
だ
っ
た
人
持
お
よび小将・馬廻一一一組などの平士、四時過に馬廻三組・小松
魚
津
在
住
の
平
士
な
ど
が
独
礼
、
三
Ⅱ
目
は
五
時
に
小
松
城
番
・
馬
廻
三
組
な
ど
の
人
持
お
よ
び
平
士
、
四
時
前
に
馬
廻
三
組
・
同
御
用
番
支
配
と
い
っ
た
平
士
が
独
礼
、
四
日
目
は
五
時
過
に
小
松
御
番
頭
・
定
番
馬
廻
六
組
な
ど
の
平
士
、
四
半
時
に
組
外
四
組
な
ど
の
平
士
並
、
五
日
目
は
前
日
当
番
の
分
や
寺
社
奉
行
支
配
平
士
な
ど
、
お
よ
び
御
歩
小
頭
や
御
料
理
頭
と
い
っ
た
平
士
並
、
五
半
時
過
に
遠
所
附
・
大
工
頭
な
ど
の
平
士
・
同
並
・
与
力
な
ど
、
六
日
目
は
五
半
時
過
ぎ
に
御
使
帰
の
者
、
九
時
前
に
平
士
隠
居
や
年
寄
・
人
持
の
嫡
子
．
一
一
三
男
、
年
寄
の
凹
男
以
下
、
頭
分
の
嫡
子
、
七
日
目
は
正
月
六
日
に
年
頭
御
礼
を
す
る
寺
社
、
八
日
目
は
正
月
十
五
日
に
年
頭
御
￣
一
八
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１
入
国
祝
儀
能
の
概
要
祝
意
を
表
す
規
式
は
祝
儀
能
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
入
国
祝
儀
能
は
、
原
則
的
に
家
督
後
初
め
て
の
入
国
に
際
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
四
代
藩
主
光
高
の
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
正
月
五
日
（
一
日
間
）
、
五
代
藩
主
綱
紀
の
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
閏
八
月
十
八
・
十
九
日
（
二
日
間
）
、
六
代
藩
主
吉
徳
の
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
九
月
一
一
十
八
日
・
十
月
一
・
四
・
礼
を
す
る
寺
庵
、
九
日
目
は
猿
楽
役
者
・
検
校
・
町
医
者
な
ど
の
組
外
と
な
っ
て
い
る
。
年
頭
御
礼
と
比
べ
て
、
隠
居
や
庶
子
の
御
礼
順
が
検
校
や
町
医
者
に
先
ん
じ
る
点
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
は
第
一
節
で
み
ら
れ
た
祝
儀
能
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
次
回
以
降
の
交
代
に
は
三
月
も
し
く
は
四
月
に
斉
広
が
帰
国
す
る
と
、
そ
の
翌
々
月
に
支
藩
大
聖
寺
藩
主
が
帰
国
の
途
上
に
金
沢
城
に
登
城
し
て
い
る
。
儀
礼
の
中
心
と
な
る
の
は
身
分
序
列
ご
と
に
行
わ
れ
る
御
礼
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
前
後
に
は
、
郡
方
役
人
へ
休
日
を
命
じ
る
こ
と
や
金
沢
町
に
作
り
物
な
ど
の
祭
り
め
い
た
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
祝
う
こ
と
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
事
象
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
祝
儀
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
二
饗
宴
と
祝
儀
能
六
・
十
五
・
二
十
一
日
（
六
日
間
）
、
八
代
藩
主
重
煕
の
延
享
五
年
（一七四八）一一月十一・十五・十八・一一十一・一一十三・一一
十
七
日
（
六
日
間
）
、
十
二
代
藩
主
斉
広
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
’一月二・六・十一・十三・十五・十八日（六日間）の計五
（９）
回
と
な
る
○
七
代
藩
、
王
宗
辰
は
入
国
せ
ず
に
死
没
、
九
代
藩
主
重
靖
は
入
国
直
後
に
死
没
、
八
代
・
十
代
・
十
一
代
の
各
藩
主
は
藩
の
財
（、）
政
難
の
た
め
に
開
催
し
て
い
な
い
。
で
は
、
十
二
代
藩
主
斉
広
の
初
入
国
祝
儀
能
開
催
決
定
に
関
わ
る
流れを確認しておこう。斉広は、享和二年一一一月に家督を相
続
、
同
年
八
月
に
初
入
国
す
る
が
財
政
難
の
た
め
祝
儀
能
を
開
催
せ
ず
、
同
三
年
九
月
十
一
一
一
日
に
参
勤
の
途
に
つ
く
。
四
度
目
の
帰
国
と
な
る
文
化
五
年
三
月
に
は
、
同
年
正
月
十
五
日
に
焼
失
し
た
金
沢
城
二
九
に
対
す
る
幕
府
か
ら
の
復
興
資
金
を
遠
慮
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
（ｕ）
り、’二ヶ年の在国および五ヶ年の年中献上が用捨となる。
二
九
御
殿
は
同
六
年
四
月
九
日
に
落
成
し
、
同
二
十
六
日
に
斉
広
が
移
徒
す
る
。
そ
こ
で
二
十
六
日
、
二
十
七
日
に
金
沢
町
へ
「
遊
祝
」
が命じら仏組。翌年九月十四日に「御城御造営御成就之儀
御
家
督
井
御
入
国
御
祝
儀
之
御
含
妾
以
、
来
一
一
月
御
能
被
仰
冊
候
条、」として祝儀能が開催される運びと哩秘・
文化七年十一月一一十五日、御算用場奉行および金沢町奉
行
に
対
し
、
左
の
通
り
に
御
殿
普
請
へ
の
献
金
を
追
々
返
金
す
る
旨
一
九
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第
六
十
九
号
を記した覚聿日が出さし池・この中に祝儀能に関する発一一一一口が
ある。御
城
御
造
営
も
士
民
之
志
に
よ
り
全
く
御
成
就
之
儀
、
誠
感
被
為
思
召
候
事
に
候
、
乍
去
不
今
更
御
財
用
之
御
手
繰
故
、
是
に
被
為
報
候
諸
恩
沢
も
薄
く
、
急
に
思
召
之
通
に
難
被
為
成
、
朝
暮
恥
被
為
思
召
候
、
然
共
追
々
思
召
之
通
に
至
り
候
様
、
庶
民
安
穏
之
御
政
事
遂
年
被
仰
出
度
思
召
候
、
就
中
来
春
は
久
々
無
之
御
入
国
御
祝
儀
等
之
御
含
に
而
御
能
被
仰
付
候
事
茂
御
造
営
御成就故之儀与御喜悦被思召候、
ま
た
、
祝
儀
能
終
了
後
の
文
化
八
年
八
月
四
日
に
は
「
御
殿
閣
御
造
営
も
御
成
就
に
付
、
御
規
式
御
能
之
儀
者
社
穆
に
も
か
、
り
申
事
故
不
被
仰
付
而
者
難
叶
事
故
、
御
規
式
御
能
も
被
仰
付
候
、
」
と
発
言
して乢溌。これらを勘案するに、藩主の意思は、大方、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
士
民
の
志
を
得
て
御
殿
が
落
成
し
た
こ
と
を
殊
の
ほ
か
嬉
し
く
思
う
。
そ
し
て
士
民
の
気
持
ち
に
応
え
、
安
穏
な
生
活
を
約
束
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
う
。
こ
の
よ
う
に
心
情
を
吐
露
し
な
が
ら
士
民
の
協
力
に
謝
意
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
御
殿
落
成
の
お
か
げ
で
祝
儀
能
が
開
催
で
き
る
と
喜
ん
で
お
り
、
あ
た
か
も
謝
意
を
表
す
る
た
め
の
祝
儀
能
開
催
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
背
景
に
は
、
能
は
国
家
に
関
わ
る
こ
と
な
２
十
二
代
斉
広
の
入
国
祝
儀
能
こ
こ
で
は
、
文
化
八
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
入
国
祝
儀
能
の
具
体
的な運営についてみてい⑭。まず、その開催通知は次のよ
う
な
手
順
で
出
さ
れ
た
。
文
化
七
年
九
月
十
四
日
に
祝
儀
能
開
催
の
担
当
三
名
が
任
命
さ
れ
、
彼
ら
よ
り
御
奏
者
番
・
町
奉
行
・
御
用
人
・
御
台
所
奉
行
・
御
省
略
奉
行
・
御
横
目
へ
、
「
御
城
御
造
営
御
成
就
之
儀
御
家
督
井
御
入
国
御
祝
儀
之
御
含
妾
以
、
来
二
月
御
能
被
仰
出
候
条
、
万
端
享
保
十
年
・
延
享
五
年
御
祝
御
能
之
節
之
趣
二
相
心
得
御
用
意
可
有
之
候
、
尤
其
節
之
様
子
可
被
害
出
候
事
」
と
言
い
渡
さ
れ
た
。
同
八
年
正
月
、
人
持
諸
頭
・
組
支
配
の
面
々
ヘ
御
能
拝
見
が
命
じ
ら
れ
、
同
時
に
参
加
者
氏
名
の
横
目
へ
の
提
出
が
命
じ
ら
れ
る
。
そ
の
見
物
者
は
殿
中
に
お
い
て
、
一
～
五
日
目
に
家
中
二
五
六
四
人
、
六
日
目
に
寺
方
一
五
三
人
、
白
洲
に
お
い
て
連
日
町
方
一
一
五
四
九
人
、
郡
方
が七五五人以上、諸役人が七九二人、総計六八一一一一人以上
が各日に振り分けられる（表１）。
次
ぎ
に
、
こ
の
次
第
を
確
認
し
よ
う
。
儀
式
は
、
献
上
・
対
面
・
芸
能
・
酒
食
・
芸
能
・
賜
物
・
酒
食
・
芸
能
・
対
面
で
構
成
さ
れ
の
で
行
い
た
い
と
の
意
思
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
祝
儀
能
は
あ
く
ま
で
藩
の
威
信
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
＝
￣
○
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献
上
一
日
目
に
年
寄
八
家
は
近
習
を
介
し
て
雁
・
鯛
・
鳧
、
一
万
石
以
上
の
人
持
は
奏
者
番
を
介
し
て
鴨
、
六
日
目
に
寺
方
は
餅
菓
子・篠椋などを献上する。
対
面
一
・
一
一
日
目
の
人
持
・
頭
分
以
上
は
奥
書
院
で
御
目
見
を
し
、
大
広
間
で
惣
礼
と
な
る
。
こ
の
と
き
御
意
を
得
る
。
六
日
目
の
宝
圓
寺
等
は
大
広
間
で
年
寄
等
に
挨
拶
し
、
終
わ
っ
て
大
広
間
で
惣
礼
と
な
る
。
こ
の
と
き
御
意
を
得
る
○
三
・
四
・
五
日
目
は
御
徒
並
は
横
廊
下
で
平
伏
す
る
。
芸
能
御
能
始
め
は
一
日
目
が
奥
村
助
右
衛
門
、
二
日
目
が
奥
村
左
京
で
あ
る
。
表
２
に
番
組
表
を
記
し
た
。
一
・
二
・
六
日
目
は
翁
立
て
で
、
三
・
四
・
五
日
目
は
翁
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
に
神
（Ⅳ）
事
的
性
格
が
よ
み
と
れ
る
。
ま
た
、
一
口
Ｈ
Ｈ
に
大
黒
風
流
と
開
口
が
（田）
あう○□その説明をみてみよう。
大
黒
風
流
に
登
場
す
る
の
は
大
黒
面
に
赤
地
錦
の
直
垂
・
帽
子
・
袋
、
白
の
大
口
を
着
し
た
大
黒
天
で
あ
る
ｂ
彼
は
真
紅
の
房
の
付
い
た
小
槌
を
持
ち
、
唐
冠
を
冠
し
た
鼠
を
連
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
こ
の
と
こ
ろ
、
富
貴
に
し
て
目
出
度
き
折
柄
な
れ
ば
出
た
る
」
と
一一一一口い、三面六臂の大黒天の由来を舞う。つまり、福禄の神
で
あ
る
大
黒
天
が
そ
の
使
者
で
あ
る
鼠
を
連
れ
て
、
家
督
相
続
・
御
殿
落
成
を
言
祝
ぎ
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
次
ぎ
に
開
口
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
開
口
は
、
儒
者
が
五
七
調
の
リ
ズ
ム
に
儒
教
の
文
言
な
ど
を
の
せ
て
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
当
該
（⑲）
儀
式
の
趣
旨
を
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
〈
う
回
の
開
口
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
開
ロ
ハ
礼
脇
ノ
後
左
右
シ
テ
そ
れ
あ
し
た
に
は
ト
楓
上
出
ス
小
節
ニ
テ
ー
謡
う
也
、
夫
ヨ
リ
直
二
挿
、
是
ハ
ト
名
乗
ヲ
調
上
、
次
二
今
を
始
メ
の
ト
次
第
を
翻
上
、
次
二
旅
衣
末
は
る
ノ
ー
ト
道
行
ヲ
謡
う
丁
都
テ
常
ノ
如
シ
、
但
シ
小
鞁
早
メ
頭
ナシト云州Ⅵ憾乢＃肺臓拙煉ソ紬川棚加仙帥朏杁一帯
開
口
野
尻
直
啓
考
夫
朝
に
は
業
命
を
修
め
、
昼
ル
其
職
を
考
へ
、
安
き
に
つ
く
の
理
り
も
、
継
て
久
し
き
世
々
の
風
、
恵
に
な
ひ
く
春
な
れ
は
、
宜
も
と
み
け
り
さ
き
草
の
、
殿
つ
く
り
せ
し
幾
八
千
代
、
栄
へ
栄
ふ
る
国
と
か
や
国
語
魯
語
下
諸
侯
朝
修
メ
天
子
之
業
命
ヲ
、
昼
ル
考
其
国
職
ヲ
、
夕
省
其
典
刑
、
夜
徹
百
工
、
使
無
稻
淫
ス
ル
丁
、
而
後
即
安
古
今
集
序
此
殿
は
宜
も
富
け
り
幸
草
の
三
シ
葉
四
シ
葉
に
殿
作
リ
シ
テ
幸
草
ハ
槍
の
木
三
シ
葉
四
シ
葉
ハ
三
棟
四
棟
ナ
リ
こ
れ
は
、
藩
儒
野
尻
直
啓
が
中
国
春
秋
時
代
の
歴
史
を
記
し
た
＝
－
－
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表
１
文
化
八
年
二
月
祝
儀
能
見
物
者
』8９
｢１
定
番
以
上
御
馬
廻
・
組
外
・
御
目
見
得
平
士
以
下
徒
並l1llLih
ll
(遠所町方）
永
原
進
之
丞
大
村
友
右
衛
門
多
羅
尾
左
一
郎|’
御
造
営
方
御
普
請
御
会
所
懸
町
人
□門町役人等'１
開催日
家
中
・
寺
方
人
数
町
方
人
数
郡
方
指
引
人
数
諸
役
人
人
数
2月
年
寄
中
等
人
持
頭
分
不
残
年
寄
中
子
弟
人
持
子
供
３
１
５
７
１
３３
１２
十
間
町
常
福
寺
上
地
町
上
近
江
町
下
近
江
町
同
三
番
町
光
専
寺
上
地
町
上
材
木
町
並
町
役
人
御
用
聞
寺
社
門
前
地
435
木
幡
左
門
吉
田
兵
馬
萩
原
源
太
左
衛
門
200
御
造
営
方
御
扶
持
方
大
工
等
6５
２月６日
人
持
頭
分
御
奥
小
将
・
御
表
小
将
・
御
大
小
将
・
平
士
之
内
役
掛
之
人
々
頭
分
嫡
子
・
人
持
二
三
男
等
魚
津
御
馬
廻
与
力
以
下
412
2337７３1１
野
町
竪
町
今
町中町
並
町
役
人
御
用
聞
寺
社
門
前
地
425
中
村
逸
角
白江金‐I一郎
多
羅
尾
左
一
郎
高
田
弥
左
衛
門
吉
田
兵
馬
大
村
友
右
衛
門
200
御
造
営
方
御
扶
持
方
大
工
等
寺
社
門
前
地
6６７
２月１１日
御
馬
廻
・
御
目
見
得
以
上
平
士
以
下
352
213
石
浦
町
荒
町
木
新
保
町
森
下
町
卯
辰
町
並
町
役
人
御
用
聞
等
寺
社
門
前
地
421
永
原
進
之
丞
大
村
友
右
衛
門
吉
田
兵
馬
200
御
造
営
方
御
扶
持
方
大
工
等
寺
社
門
前
役
人
御
普
請
御
門
懸
町
人
6４７３
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観
晋
Ⅱ
割当巡霊呈黒迄ｌＱペ画遜＝Aj窒灘（三当）
''１１１１
■
Ⅱ
堀)||片原町
観
音
町
新
丁
鍵
町
並
町
役
人
御
用
聞
等
寺
社
（
門
前
地
脱
力
）|
｜
Ⅱ
’
２月１５日
御
目
見
得
以
上
御
射
手
・
御
異
風
・
右
組
々
代
番
相
勤
候
悴
・
緒
組
小
頭
等
・
新
香
小
頭
並
新
番
組
御
寄
・
御
儒
者
．
御
医
師
・
与
力
・
御
徒
等
323
209
)'１南丁
片
町
木倉町
河
原
町
下
木
材
町
並
町
役
人
御
用
聞
寺
社
門
前
地
407
木
幡
左
門
吉
田
兵
馬
子
千
羽
彦
太
郎
１５５
御
造
営
方
御
□
、
、
門
懸
町
人
寺
社
方
門
前
役
人
6６３６
２月18日
方
円
寺
・
天
徳
院
・
瑞
龍
寺
・
林
憩
和
尚
・
如
来
寺
・
和
泉
寺
・
妙
成
寺
・
勝
奥
寺
・
観
音
院
・
長
楽
寺
・
天
平
寺
・
白
山
長
吏
平
僧
勝
奥
寺
家
司
同
用
人
同
伴
僧
白
山
長
吏
伴
僧
９１
８４
１１６
１
３
尾
張
町
橋
場
町
下
堤
町
横
堤
丁
安
江
丁
横
安
江
丁
宗
善
寺
上
地
町
塩
谷
町
並
町
役
人
御
用
聞
寺
社
門
前
地
429
(遠所町方）
高
田
弥
左
衛
門
吉
田
兵
馬
萩
原
源
太
左
衛
門
主
附
御
扶
持
人
十
村
新)||郡沼保村彦四郎
砺
波
郡
内
嶋
村
孫
作
石
川
郡
田
井
村
次
郎
吉
羽
咋
郡
本
江
村
惣
助
能美郡波佐谷村文兵衛
砺
波
郡
田
中
村
小
四
郎
御
造
営
方
寺
社
門
前
地
役
人
御
□
、
ｎ
門
懸
町
人
□
□
町
役
人
等
河
合
養
春
・
徳
田
純
作
勝
奥
寺
近
習
５
６
６３７２４
６
１
2７１７
2549
792
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表２文化八年二月祝儀能能番組表『魯語」および「古今集」仮名序を参照して作成した。こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
「
魯
語
』
は
、
「
諸
侯
」
に
は
「
天
子
」
の
命
令
を
遂
行
し
、
領
民
へ
の
政
事
を
行
い
、
「
百
官
」
を
統
制
す
る
こ
と
が
そ
の
職
務
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
古
今
集
」
仮
名
序
か
ら
の
引
用
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
歌
の
六
類
型
の
一
つ
で
あ
る
「
祝
い
歌
」
に
例
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
類
別
さ
れ
る
歌
は
世
の
中
の
栄
え
を
讃
え
て
神
に
申
し
述
べ
る
も
の
と
い
う
。
つ
ま
り
、
法
政
史
学
第
六
十
九
号
２月２日
２月６日
２月１１１J
２月１３日 ｣ｉｉｉＮ
塗璽珊一識原
典拠）「文化八年二月御規式御能一
件」（｢国格類聚ｊ16.23-45)。
狂言は、実際には能の間に
演じられたと推察されるが、
記録の形式に準じ能演目の
末尾に記した。
将
軍
に
対
す
る
大
名
、
大
名
に
対
す
る
家
臣
の
勤
め
を
説
き
、
そ
の
治
世
の
永
続
と
世
の
中
の
栄
耀
を
謡
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
歴
史
に
学
ぶ
態
度
と
和
歌
に
よ
り
感
情
を
表
現
す
る
態
度
が
顕
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
享
保
期
の
開
口
が
孟
子
の
『
尽
心
ノ
篇
』
を
参
照
し
、
菅
原
道
真
や
「
梅
」
を
読
み
込
ん
で
仁
政
と
藩
の
永
続
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
客
観
的
な
態
度
と
い
うことができ秘。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
藩
の
学
問
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
□
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
設
立
さ
れ
た
藩
校
明
倫
堂
で
は
、
朱
子
学
、
易
学
、
医
学
、
算
学
な
ど
の
学
科
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
前
後
に
上
級
武
士
た
ち
が
儒
者
を
家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
る
例
が
多
く
み
ら
れ
、
明
倫
堂
開
設
時
の
教
授
陣
に
は
各
家
の
儒
臣
た
ち
が
多
く
含
ま
れ
る
灯
ま
た
、
斉
広
は
蘭
学
を
中
心
と
し
た
実
学
の
受
容
に
積
極
（皿）
的
で
あ
っ
た
。
開
口
に
お
け
る
観
念
か
ら
実
証
を
重
ん
じ
る
性
格
へ
の
変
化
は
、
こ
の
よ
う
な
学
問
状
況
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
え
ょ
話７。
酒食一・六日目には脇能の後の狂一一一一口がはじまると菓子が
出
さ
れ
る
。
六
日
目
に
は
さ
ら
に
茶
も
供
さ
れ
る
。
中
入
り
藩
主
が
退
座
し
、
こ
の
間
に
賜
物
が
あ
る
。
賜
物
・
酒
食
一
日
目
に
舞
台
上
で
は
奏
者
番
か
ら
猿
楽
へ
纒
頭
が
行
わ
れ
る
。
下
賜
品
は
、
宝
生
・
諸
橋
・
波
吉
各
太
夫
へ
要
脚
三
○
四
日付 狂言演目
２月２Ｈ 麻生 粟田口 米市
２月６日 煎物 釣狐 蜘盗人
２月１１日 餅酒 比丘尼 合柿
２月13日 餐の|F１ 素抱落 若一
２月１５日 唐相撲 祢宜山伏 井杭
２月１８日 松脂 花子 靭猿
能演目
{E乱一
刻。 大黒風流
(開口）
高砂 田村 羽衣 張良 金札
と5ト
コ則 難波 八嶋 熊野 春日龍神 養老
氷室 兼平 東北 道成寺 右近
131］ 白楽天 経政 吉野静 石橋 呉服
２月１５日 竹生鴫 `忠則 半蔀 融酌之舞 志賀
２月18日 宅国－．ｺ 弓八幡 箙 六浦 弦上 猩々
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○
頁
、
唐
織
・
熨
斗
目
・
時
服
で
あ
る
。
各
日
と
も
殿
中
の
各
部
屋
で
は
家
中
お
よ
び
寺
方
へ
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
。
ま
た
、
白
洲
で
は左の通りに町人等へ振る舞いがｈ腿・
白
洲
町
方
見
物
人
数
一御白洲一一一間二九間之仮屋並てこ筋出来遡伽蝋輔為
来之但下二板を敷、屋根者松之挽板一一而葺之融拙捌
鮒蝦噸嶋四方野交之幕を張、御間之方ハ町人、御
屏風之方肴御郡方也、
一
御
赤
飯
・
御
酒
頂
戴
町
人
背
町
会
所
引
請
一
而
町
役
人
方
相
渡
有
之
分
者
香
代
方
相
渡
、
最
前
ハ
御
縁
一
而
代
ル
ノ
～
頂戴仕候由猟脚所
一
本
町
者
亭
主
分
、
地
子
町
ハ
役
人
井
御
用
間
、
其
外
者
一
組
合
一
人
宛
鬮
取
を
以
惣
代
罷
出
、
都
而
町
会
所
方
通
札
相
渡之、
見
物
場
所
は
、
白
洲
に
仮
屋
を
設
え
、
幕
を
廻
ら
し
、
御
殿
側
を
町
方
、
離
れ
て
郡
方
と
配
椴
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
赤
飯
と
酒
の
頂
戴
は
町
会
所
ご
と
に
町
役
人
が
代
表
す
る
。
町
人
の
見
物
は
、
本
町
は
亭
主
分
、
地
子
町
は
役
人
と
御
用
聞
、
組
合
町
か
ら
一
人
と
し
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
事
前
に
町
会
所
か
ら
通
札
が
渡
さ
れ
る
。
加
賀
藩
の
城
下
は
、
武
家
地
・
町
人
地
・
寺
社
奉
行
支
配
の
門
前
地
・
郡
奉
行
支
配
の
郡
地
に
分
か
れ
て
い
た
。
町
人
地
は
、
成
立
時
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
に
御
用
地
な
ど
に
接
収
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
夫
役
を
負
担
す
る
本
町
・
地
子
銀
を
納
入
す
る
地
子
町
・
地
子
町
内
部
に
発
生
し
、
高
額
負
担
と
引
替
に
地
子
町
よ
り
格
上
と
な
っ
た
七
ヶ
所
の
三
つに区分される。町の自治組織は年寄一町肝煎一組合頭一
十
人
組
と
な
っ
て
お
り
、
十
人
組
は
五
、
六
軒
～
一
四
、
五
軒
で
編
（羽）
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
町
人
の
見
物
は
、
本
町
は
全
一
Ｐ
、
地
子
町
は
藩
の
支
配
機
構
に
関
わ
る
看
、
十
人
組
か
ら
は
閲
に
よ
り
選
州
さ
れ
た
者
に
、
そ
の
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
芸
能
三
日
月
の
演
凹
に
は
〈
道
成
寺
〉
が
あ
る
。
こ
の
曲
は
難
易
度
の
高
い
曲
で
経
験
を
積
ん
だ
役
者
で
な
け
れ
ば
演
じ
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
難
曲
・
稀
曲
が
あ
る
と
き
に
は
「
道
成
寺
井
珍
敷
御
能
有之日ハ被仰出次第年寄中等子弟罷出可申腱製」と、特
別
に
年
寄
中
な
ど
の
子
弟
に
見
物
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
対
面
一
・
六
日
目
の
み
御
能
終
了
後
に
開
始
時
と
同
じ
よ
う
に
御
礼
が
あ
る
。
一
・
二
日
目
に
見
物
し
た
人
持
・
頭
分
は
翌
日
に
登
城
し
御
礼
を
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
特
徴
的
な
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
番
組
表
か
ら
は
、
一
面
に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
宗
教
性
を
帯
び
た
儀
式
的
性
格
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
の
は
、
〈
翁
〉
が
演
じ
ら
れ
た
三
日
間である。〈翁〉に登場する翁とは祖先神であり、子孫の
前に言祝ぎに顕仏秘。ここでは、子孫の繁栄と豊穣を一一一一口祝
五
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３
町
衆
の
「
馳
走
」
前
節
で
は
、
祝
儀
能
に
お
い
て
は
二
つ
の
秩
序
化
の
方
向
性
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
武
家
社
会
の
論
理
を
反
映
し
た
祝
儀
に
は
町
人
等
も
参
加
し
て
い
た
。
果
た
し
て
彼
ら
に
は
、
独
自
の
論
理
に
よ
る
祝
い
の
方
法
は
な
い
の
か
。
そ
こ
で
、
町
人
に
よ
る
祝
意
の
表
現
を
、
主
に
「
加
賀
藩
資
料
」
か
ら
抽
出
し
、
左
の
表
３
に
示
し
た
。
加
賀
藩
で
は
、
こ
れ
を
彼
ら
自
身
の
言
葉
で
「
盆
正
ぐ
祖
先
神
の
来
訪
を
受
け
、
芸
能
の
奉
納
と
酒
食
の
共
同
飲
食
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
一
日
目
に
は
〈
風
流
〉
と
〈
開
口
〉
を
つ
け
、
風
流
の
お
か
し
み
の
あ
る
言
祝
ぎ
と
開
口
の
教
諭
を
伴
う
言
祝
ぎ
が
な
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
に
は
世
俗
の
秩
序
に
則
っ
た
儀
式
の
性
格
が認められる。もちろん、〈翁〉も〈風流〉〈開口〉も行わ
れ
な
い
日
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
に
は
、
稀
曲
を
演
じ
て
規
定
以
外
の
者
の
見
物
を
許
す
よ
う
な
、
見
世
物
と
し
て
の
楽
し
み
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
規
式
と
し
て
の
祝
儀
能
に
は
、
前
田
家
を
頂
点
と
す
る
「
家
」
の
永
続
と
現
世
の
豊
穣
を
祈
り
、
そ
の
「
家
」
を
基
礎
と
す
る
支
配
組
織
の
秩
序
化
を
目
論
む
側
面
と
、
秩
序
化
の
反
面
に
あ
る
楽
し
み
を
重
視
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
祝
儀
能
は
礼
と
楽
の
観
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
ある。 法
政
史
学
第
六
十
九
号
月
」
と
呼
ぶ
の
で
（
文
化
六
年
四
月
二
十
六
日
条
）
、
便
宜
上
す
べ
て
の
事
項
に
こ
の
呼
称
を
使
用
す
る
。
藩
の
祝
儀
に
際
し
て
、
町
人
が
祝
意
を
示
し
た
の
は
、
六
代
藩
主
吉徳の享保八年（一七一一三）から十一一一代藩主斉泰の文政五
年
（
一
八
二
二
）
ま
で
全
八
回
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
と
藩
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
こ
う
。
初
見
は
享
保
八
年
五
月
二
十
四
ｕ
、
藩
主
交
替
を
領
内
に
告
げ
た
（妬）
と
き
で
あ
る
ｃ
「
廿
四
日
前
田
修
理
小
松
御
城
中
為
見
分
彼
地
に
赴
く
、
是
は小松御城代故なり、今日より廿五日・廿六且一一
日
之
内
、
御
領
国
中
町
人
百
姓
江
、
今
般
之
御
吉
事
を
其
所
々
奉
行
よ
り
相
触
候
、
依
之
御
城
下
在
々
所
々
町
方
簾
を
お
ろ
し
遊
び
、
夜
中
は
を
ど
り
を
催
す
、
侍
町
へ
迄
町
人
集
り
躍
る
事
鶏
、
依
之
為
縮
、
町
奉
行
よ
り
足
軽
少
々
指
出
し
、
軽
く
群
集
を
払
候
由
、
こ
こ
に
は
「
町
方
簾
を
お
ろ
し
遊
び
」
と
あ
る
。
通
常
、
商
家
の
（、）
店先は大一戸を開け放ち、店内が覗けるようになっている。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
旧
暦
五
月
の
夏
の
時
期
に
簾
を
お
ろ
す
こ
と
は
外
界
と
の
遮
断
を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
、
「
遊
び
」
と
は
、
本
来
は
神
を
楽
し
ま
せ
神
と
人
と
の
交
歓
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
村
落
社
会
に
は
村
共
同
体
の
秩
序
維
持
の
一
環
に
、
「
遊
び
一二一ハ
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表３盆正月実施一覧
冒駕冤亟F馬甲羅＝E悪F二三要亘iTfi三ｍ到菫市二i嘉亟近世後期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
篝露呈云云
『加賀藩史料」より作成
日
」
と
し
て
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
休
み
日
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
神
祭
り
の
た
め
の
休
み
日
と
労
働
休
業
日
の
二
種
類
が
あ
り、近世中期以降に増大することが指摘されて乢秘。そし
て、夜は躍りが行われたとある。躍りは鎮魂儀礼の一つで
あ
る
か
ら
、
こ
の
休
み
は
単
な
る
休
養
日
で
は
な
く
、
何
ら
か
を
祭
る
こ
と
に
関
連
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
簾
を
お
ろ
し
遊
」
ぶ
こ
と
が
祭
り
に
由
来
し
て
設
定
さ
れ
た
休
日
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
喧
喋
が
武
家地にまで及び、町奉行の取締りを受けている。
次
は
、
享
保
十
年
九
月
二
十
八
日
、
六
代
藩
主
吉
徳
家
督
・
初
入
（”）
国
祝
儀
能
初
日
の
終
了
後
に
踊
り
が
発
生
し
た
。
前
回
よ
り
も
規
模
が拡大していることが、左の史料から読みとれる。
一
九
月
廿
八
日
御
能
以
後
町
中
躍
は
や
り
、
段
々
人
数
多
寄
集十月中頃右町々一一躍立申候、尤町々一一提灯出シ
申
候
、
別
而
下
堤
町
一
六
天
乗
宜
候
得
ハ
毎
夜
躍
申
候
、
十
月
廿
七
日
之
夜
ハ
安
江
町
方
宮
腰
町
端
ま
て
家
々
二
提
灯
釣申候、尤郷々｜一躍ノ立ぬ町ハ無之所、十月廿八
日
に
躍
指
止
可
申
由
被
仰
渡
二
て
必
至
相
止
申
手
前
之
廿
七日夷講一一脊戸に家来共躍ヲ立申候、
祝
儀
能
初
日
に
始
ま
っ
た
躍
り
は
、
開
催
期
間
中
の
毎
晩
続
い
た
。
発
生
か
ら
一
ヶ
月
以
上
後
の
十
月
二
十
七
日
は
夷
講
の
時
期
に
＝
一
七
祝儀の当日 祝儀の名目 盆正月の実施日 盆正月の実施日 藩の対応
享保8.5.9 六代吉徳家督 享保8.5.24～2５ 躍り 後に取締
享保10.9.28～
１０．２１
六代吉徳家督
･初入国祝儀能
享保10.9.28～
10.28
躍り 後に差し止め
延享2.7.25 七代宗辰家督 延享2.8.13 躍り・相撲 ｢盆正月」の開催を
命じる
宝暦3．５．１８ 九代重靖家督
宝暦3．７．２８ 九代重靖初入国 宝暦3.9.13 作り物 不明
宝暦4.3.11 十代重教家督 宝暦4.3.27～2８ 拍子（嚇子） 不明
享和2.3.9 十二代斉広家督
享和2.8.25 十二代斉広初入国 × × 作り物などを行う
ことを禁じる
文化6．４．２６ 十二代斉広二丸移
徒
文化6.4.26～2７ 作り物・躍り狂言
･俄・おどけ躍り
｢遊祝」の開催を命
じる
文化8.2.2.～１８ 十二代斉広家督．
初入国祝儀能
文化8.2.26～2７ 曳山・築山に躍り
狂言・作り物
｢盆正月賑ひ」を命
じる
文政5.11.21 十三代斉泰家督 文政5.12.14～１５ 不明 不明
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あ
た
り
、
こ
の
祭
り
も
合
流
し
て
い
る
。
し
か
し
翌
日
に
は
禁
止
が
命じられた。
延享二年八月十一日の宗辰家督相続に際しては「十一一一日
金
澤
町
中
盆
正
月
仕
候
様
町
奉
行
よ
り
申
渡
、
躍
り
・
相
撲
等
所
々
に
有
之
、
」
と
、
初
め
て
藩
側
か
ら
金
沢
町
中
に
「
盆
正
月
」
を
行
うように命令があり、町では躍り・相撲が行わ仏測・
重靖入国に際しては宝暦一一一年九月十一一一日に初めて「作り
物」が出乱仙、十代重教家督相続に際しては同四年一一一月二
十七・一一十八日に嚇子がなされ池、
そして、享和一一年八月一一十八日の十一一代藩主斉広初入国
に
は
、
藩
の
財
政
難
の
影
響
か
ら
か
、
前
出
の
通
り
初
め
て
作
り
物
な
ど
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
落
成
し
た
二
九
へ
文
化
六
年
四
月
二
十
六
日
に
斉
広
が
移
徒
す
る
に
際
し
て
は
、
「
遊
祝」として「盆正月」を命じて乢秘。この移徒は、祝儀能
開
催
が
通
知
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
の
「
盆
正
月
」
で
は
、
左
の
史
料
の
通
り
に
町
々
に
お
い
て
、
作
り
物
の
み
な
ら
ず
躍
り
狂
言
・
俄
・
お
ど
け
躍
り
、
聯
子
ま
で
加
え
て
賑
や
か
に
祝
福
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
記
有
之
候
通
廿
六
日
朝
御
移
徒
、
当
町
中
同
日
翌
廿
七
日
両
日
遊
祝
申
渡
候
、
俗
盆
正
月
与
云
々
、
依
之
町
之
思
ひ
ノ
ー
作
り
物
井
躍
り
狂
言
致
し
賑
敷
奉
祝
、
其
あ
ら
ま
し
左
之
通
、
法
政
史
学
第
六
十
九
号
泉
町
挽
山
菊
慈
童
の
作
り
物
、
祇
園
ば
や
し
（略）
右
之
外
品
々
略
之
、
其
外
俄
．
お
ど
け
躍
り
、
嚇
子
物
等
色
々
、
尤
町
家
一
軒
毎
に
釣
提
灯
灯
し
星
の
如
く
、
殊
之
外
賑
敷事数十年以来与云々、
「
宮
腰
町
に
も
廿
六
日
・
廿
七
日
遊
祝
有
之
、
「
小
松
町
廿
七
日
・
廿
八
日
遊
祝
有
之
、
そ
の
地
域
的
範
囲
は
金
沢
城
下
か
ら
港
町
宮
腰
、
さ
ら
に
は
隠
居
城
の
あ
る
小
松
町
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
八
年
二
月
二
十
六
日
、
家
督
・
御
殿
落
成
祝
儀
能
の
終
了
後
に
も
左
に
掲
出
す
る
通
り
、
「
盆
正
月
」
の
よ
う
な
賑
わ
いが命じら払趨。
一一月廿七日、今般御城御造営御成就に付、昨日・〈７日
町
中
盆
正
月
賑
ひ
候
様
就
申
渡
に
、
一
町
一
町
牽
山
築
山
之
上
に
而
踊
狂
言
或
大
黒
・
武
者
・
牛
等
之
作
り
物
、
或
一
町
中
に
□
交
幕
を
張
り
、
店
先
に
金
屏
風
而
已
建
廻
し
、
或
数
百
間
松
之流枝を棚の如くして、其下に休台等を置並べたる所
も
有
、
見
物
之
貴
賎
群
集
、
東
武
之
浅
草
市
に
等
し
、
悉
難
及
楮筆賑ひ也、
こ
の
と
き
に
は
、
山
車
の
上
で
踊
り
狂
言
や
大
黒
・
武
者
・
牛
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
り
物
が
披
露
さ
れ
、
町
中
の
各
店
に
は
店
八
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先
に
金
屏
風
を
建
て
、
そ
こ
に
見
物
所
を
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
様
子
は
浅
草
市
に
も
匹
敵
す
る
賑
や
か
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
遂
に
、
文
政
五
年
十
二
月
十
四
・
十
五
日
、
最
後
の
藩
主
十
一
二
代
斉
泰
の
家
督
相
続
に
際
し
て
も
二
日
間
の
「
盆
正
月
」
が
行
わ
仏晒。この
よ
う
に
、
財
政
難
で
祝
儀
能
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
八
代
・
十
代
・
十
一
代
の
各
藩
主
を
除
い
て
は
、
六
代
藩
主
の
享
保
八
年
以
降
、
何
ら
か
の
祝
儀
に
あ
わ
せ
て
、
町
方
で
は
「
盆
正
月
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
盆
正
月
」
と
は
、
藩
主
の
代
替
わ
り
な
ど
の
治
世
の
改
ま
り
に
対
す
る
町
方
の
祝
賀
行
為
と
し
て
、
祭
り
の
本
来
的
な
意
味
か
ら
発
生
し
、
鎮
魂
と
再
生
の
観
念
を
も
と
に
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
八
世
紀
前
半
の
享
保
期
の
状
況
は
、
一
八
祇
紀
後
半
の
延
享
期
に
は
藩
が
祝
日
を
制
定
し
、
賑
わ
い
を
強
制
す
る
方
向
へ
、
同
じ
く
宝
暦
期
に
は
町
方
が
そ
れ
を
見
世
物
化
す
る
方
向
へ
進
む
。
そ
し
て
遂
に
、
藩
側
は
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
を
示
さ
な
く
な
る
。
こ
こ
に
、
藩
側
で
は
意
図
し
て
町
人
の
習
俗
に
、
代
替
わ
り
な
ど
の
儀
礼
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。上
述
の
こ
と
よ
り
、
藩
主
の
代
替
わ
り
な
ど
の
儀
礼
に
は
、
礼
楽
思
想
に
基
づ
く
秩
序
化
の
場
と
し
て
の
祝
儀
能
と
祭
り
の
本
質
で
あ
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
本
稿
で
は
、
大
名
統
制
策
と
し
て
の
参
勤
交
代
を
、
大
名
は
儀
礼
行
為
の
中
で
存
在
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
藩
主
と
家
中
・
町
方
と
が
関
係
す
る
場
を
そ
の
素
材
と
し
た
。
具
体
的
な
事
例
を
金
沢
藩
主
の
家
督
・
就
封
儀
礼
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
検
討
の
場
を
そ
の
中
心
と
な
る
身
分
序
列
ご
と
に
行
わ
れ
る
御
礼
か
ら
、
そ
の
前
後
に
行
わ
れ
る
祝
儀
へ
移
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
祝
賀
行
為
に
は
藩
が
主
催
す
る
祝
儀
能
と
町
人
が
行
う
盆
正
月
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
礼
楽
思
想
と
習
俗
と
い
う
相
反
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
藩
主
が
披
露
さ
れ
る
儀
礼
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
藩
主
の
承
認
が
儀
礼
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
祝
賀
行
為
を
経
た
上
で
、
統
治
者
に
な
る
と
い
え
よ
う
Ｃ
す
な
わ
ち
、
近
世
後
期
の
個
別
領
主
は
、
拝
謁
・
御
礼
の
服
属
関
係
で
階
層
秩
序
を
保
っ
て
い
た
の
に
加
え
、
非
文
字
化
さ
れ
た
思
想
や
習
俗
と
の
親
和
に
よ
っ
て
も
存
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
る
鎮
魂
と
再
生
の
習
俗
に
基
づ
く
盆
正
月
と
、
こ
の
性
質
の
異
な
る
祝
儀
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
九
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註（
１
）
朝
尾
直
弘
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
（
岩
波
講
座
「
日
本
歴
史
」
Ⅲ
岩
波
書
店
一
九
七
五
年
）
・
同
「
「
公
儀
』
と
幕
藩
領
主
制
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
「
講
座
日
本
歴
史
』
５
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
五
年
）
。
（
２
）
大
友
一
雄
「
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
」
吉
川
弘
文
館
一
九九九年。
（
３
）
忠
田
敏
男
「
参
勤
交
代
道
中
記
ｌ
加
賀
藩
史
料
を
読
む
ｌ
』
（
平
凡
社
一
九
九
三
年
）
。
（
４
）
家
臣
団
は
７
つ
の
身
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
人
持
組
頭
（
八
家
）
②
人
持
③
平
士
④
与
力
⑤
歩
⑥
足
軽
⑦
小
者
で
あ
る
。
④
ま
で
が
騎
馬
上
、
⑤
ま
で
が
士
分
で
あ
る
。
士
分
の
う
ち
、
③
ま
で
が
御
目
見
以
上
、
④
以
下
が
御
目
見
以
下
で
あ
る
ｓ
金
沢
市
史
」
通史編２近世〈二○○五年〉一一七五～二八一頁）。
（
５
）
「
諸
作
法
之
部
」
（
「
国
格
類
聚
」
巻
之
十
一
川
越
能
文
庫
一
六
．
一一三’四五・〈「金沢市史』資料編４所収〉）。文化十年に書
写役湯浅祇庸が編纂。
（
６
）
家
督
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
十
一
代
藩
主
治
脩
の
事
例
を
紹
介
した註４（一一一一一四～二一一一五頁）に詳しい。
（
７
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
家
老
兼
若
年
寄
前
川
図
書
が
寛
政
九
年
に
十
一
代
藩
主
治
脩
の
帰
国
道
中
を
記
し
た
「
御
帰
国
御
道
中
日
記
」
（
加
越
能
文
庫
一
六
．
二
二
’
七
六
）
に
詳
し
い
。
（
８
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
十
一
篇
（
前
田
育
徳
会
一
九
三
七
年
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号
（９）『御規式井役者姓名」加越能文庫一六．九七’七二。
（
皿
）
長
山
直
治
「
能
と
藩
主
ｌ
加
賀
藩
一
二
代
藩
主
前
田
斉
広
の
場
合
ｌ
」
（
『
石
川
郷
士
史
学
会
々
誌
」
第
二
七
号
一
九
九
四
年
）
。
こ
こ
で
は
、
文
化
八
年
の
祝
儀
能
に
つ
い
て
、
ニ
ノ
九
再
建
に
協
力
し
た
領
民
へ
の
謝
意
と
し
て
、
そ
の
披
露
を
目
的
に
し
た
儀
式
能
の
開
催
と
捉
え
、
危
機
に
臨
ん
で
の
領
民
の
一
致
協
力
と
そ
れ
に
応
え
て
の
藩
主
の
仁
政
で
あ
り
、
藩
主
と
領
民
と
の
紐
帯
を
確
認
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
評
価
す
る
。
（
Ⅱ
）
註
８
、
七
一
一
～
七
一
二
頁
。
（ｕ）註８、八○五～八○八頁。
（
田
）
「
文
化
八
年
御
規
式
御
能
之
一
件
」
（
註
５
，
巻
之
十
三
。
（
ｕ
）
註
８
、
九
七
○
頁
、
（
巧
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
十
二
篇
（
前
田
育
徳
会
一
九
一
一
一
七
年
）
七
七～七八頁。
（肥）註田。
（Ⅳ）「舞正語磨」（万治元年〈一六五八〉十月六日の識語、秋
翁著）では、翁を「祭如神在」と、「論語』の「八侑第三」
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。
『
舞
正
語
磨
」
は
江
戸
時
代
唯
一
と
な
る
能
の
評
判
記
昌
舞
正
語
磨
」
わ
ん
や
書
店
一
九
五
八
年
）
。
（
型
註
９
。
（
皿
）
拙
稿
「
江
戸
城
町
人
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
ｌ
身
分
制
社
会
の
共同性空間ｌ」（『法政史学」第六二号二○○四年九月）。
（
別
）
享
保
十
年
九
月
二
十
八
日
、
六
代
吉
徳
の
御
家
督
井
御
入
国
御
祝
儀御能の開口（『御規式留」加越能文庫一六．二二’八）。
四
○
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（妬） グー、／￣へ〆￣へダーヘダーヘ２５２４２３２２２１
、－〆、－〆、－－、－〆、＝＝
－－ヘグーへ〆￣、／￣ヘ
３４３３３２３１
、－〆－－－、=〆、－〆
（別）「護国公御入国之留」加越能文庫一六．二二’五八。
（
釦
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
七
篇
（
前
川
育
徳
会
一
九
三
三
年
）
三
グーへ〆￣、
２８２７
、－〆、－〆
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
年ど
～－〆
○グーヘ
七頁。 頁
○
一
三
，
１
人
諏
訪
春
雄
「
翁
と
二
一
番
翌
ｌ
芸
能
に
お
け
る
来
訪
神
の
系
譜
ｌ
」
（芸能史研究会「芸能史研究」’二二ｍ万一九九八年）。
「
加
賀
藩
史
料
」
第
六
巻
（
前
川
育
徳
会
一
九
三
一
一
一
年
）
三
三
古
川
貞
雄
「
村
の
遊
び
Ⅱ
」
平
凡
社
一
九
八
六
年
。
文
化
二
年
の
江
戸
Ｈ
本
橋
界
隈
を
描
い
た
「
煕
代
勝
覧
」
絵
巻
な
（江戸東京博物館展示図録「大江一，八百八町」二○○三
主註註註
３４１３４
０，Ｏ、
註註註註
１５８３０３０
、、、、
四八八七
一○三八
頁五○二
０/声Ｐ声一
夫
諸
侯
に
三
シ
乃
宝
あ
り
土
地
人
民
政
事
と
こ
そ
う
け
継
代
々
ハ
久
堅
乃
犬
満
神
の
末
と
し
て
万
代
猶
松
梅
に
折
し
も
菊
乃
千
歳
ま
て
越
の
白
根
乃
本
か
た
く
恵
も
深
き
国
と
か
や
諸
侯
の
三
ッ
の
宝
の
出
所
尽
心
ノ
篇
孟
子
Ｈ
諸
侯
之
宝
三
土
地
人
氏
政
事
七八二頁。
三八一～一一一九一頁。
八三○頁。
八○五～八○八頁。
四
八
川
～
囚
九
一
頁
。
（躯）「加賀藩史料」第十一一一編（前田育徳会一九三三年）二
五七頁。なお、安政一一一年（一八五六）三月一・二日に開催
さ
れ
た
盆
正
月
の
番
付
の
刷
り
物
が
残
存
す
る
。
町
方
で
は
更
に
見
世
物
化
を
進
め
な
が
ら
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
四
一
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